







科大学だった昭和 37 年 4 月に入学しました．昭和






































































れは suppressor T cell が誘導されるのに，B cell
と抗原が必要であると，そういう仕事です．で，
suppressor T cell は一時否定されましたけど，今

























































































































か 5 時間で，すべて 104 個の菌がだいたい 1 ml ぐ
らいのお茶によって殺菌されてしまうということが
わかったわけでございます．グラフで表しますと，





　これは腸管出血性大腸菌O157 の H7 という，い
わゆるO157 と言われているものですが，それを調
べてみますと，私たちが普段飲んでいるお茶の，緑









































































































































　カテキンを in vitro でいろいろ調べますと，EGCg
が一番有効なんですね．ところがこの有効濃度とい





































常におもしろい現象は，この 50μg/ml の EGCg，







































































































































































































































































































































































































だいたい 1 回で 20 ml で噴霧時間が 10 分間，1 日






































































































ど，総感染した人が 47 名．それから対照群が 125
名でしたが，61 名が感染していました．これをパー
セントで言いますと，実験群はだいたい 3分の 1ぐ
らいの人が，対照群はこのときは非常に流行したと
きでございまして，約半分ぐらいの人が感染しまし
た．たいした数の差がないじゃないかということな
んですが，ワクチンをやってる本人に聞きますと，
感染症研究所の人に聞きますと，確かにワクチンよ
りいいんじゃないかと．統計をとっても，こういう
有意差が出たと．ということで，私たちはお茶など
でうがいをしてくださいということをお願いしてい
るわけですけど，まあみんなたかがお茶で，信用す
る人はあまりいないですけど，やった人はいいん
じゃないかということを言ってくれる人もおります．
　みなさんは，実際にはなにでうがいしますか．市
販されているうがい薬をプラーク法で，いろいろ調
べてみました．そうしますと，うがい薬は二つに分
けられます．一つはこれはパブロンというもので
す．パブロンは，インフルエンザウイルスの感染は
まったく防ぐことはできません．
　これはみなさんが医者に行くともらうイソジンで
ございますが，この濃度でうがいしてくださいとい
うことですが，イソジンはMDCK細胞を破壊して
しまう．最近では，外科なんかではイソジンで消毒
はあまりしないようですけど，傷口の付きが悪いと
か言って，やっぱり使わないようになってきており
ます．そのうがいしてくださいって言うよりも 2倍
に薄めても，4倍に薄めても，8倍に薄めてもまっ
たく効かないのが，ここのところにと出てきますよ
ね．で，これは段階希釈しているんで，これは効い
ているんじゃなくて，たぶん細胞は生きているけど
も，その中でウイルスが増殖できないような状態ま
でなっちゃっているので，まあともかく細胞が死ん
でしまいます．
　イソジンはみなさんよくご存知のように，ヨード
でできております．これを続けますとヨードの血中
濃度が高くなり，甲状腺障害が出てくるというの
は，医者の常識でございます．前にこの話をしまし
たら，ある耳鼻科のお医者さんが，私たちはイソジ
ンを出しますけど，自分は台所に行って，お茶でう
がいをしていますという人がおりました．それから
ですね，ここは内々の話ですけど，インフルエンザ
のワクチンをやっている大本のところの人は，ワク
チンが効くと言っていますけど，お茶でうがいをし
ているという話です，実際にはそのようなことがご
ざいます．
　ということで，『喫茶養生記』というのをご存知
と思いますが，800 年前に栄西という建仁寺開祖の
お坊さんが，お茶は養生之仙薬なりということで，
お茶はいい薬だよということを言っております．
で，お茶から薬が取れたというのを，薬なんか本当
にできるのかということなんですけど，皆さんご存
知のテオフィリンという薬をご存知だと思うんです
が，テオフィリンのテオというのは茶なんですね．
で，テオフィリンは，最初はお茶から分離されまし
た．あれは合成できるので，今では合成のものを
使っている．だけども，カテキンは合成できない．
ですから，ちょっとなんて言いますか，大量に作る
ことができないというものでございます．
　ということで，これで終わりにいたしますけども，
私の最終講義にあたりまして，今まで 21 年間にわ
たり昭和大学での研究を支えてくれました教室員，
またご支援くださいました昭和大学および他の研究
機関のみなさまに，心から感謝をいたします．本当
にありがとうございました．定年退職後は，大学な
どで研究を続ける機会は，今のところはありませ
ん．まあしかしですね，カテキンの研究は，これか
らもどこかで誰かが継続してくれるものと思ってお
ります．カテキンの臨床応用の実現を願っているし
だいでございます．これで終わりとさせていただき
ます．長い間ご静聴ありがとうございました．（拍手）
カテキンの抗菌活性から臨床応用へ
69
胡　素晴らしい講義，ありがとうございました．カ
テキンの力に興味がある先生は，たくさんいらっ
しゃると思います．せっかくの機会ですので，ご質
問のある方，どうぞ．
　ないようですか．じゃあ最後に，もう一度盛大な
拍手で島村先生に感謝の気持ちを表したいと思い
ます．お願いします．（拍手）
胡　ずっと花のこの香りは感じているんですけど
も，島村先生にお花を差し上げたい方は，前にどう
ぞ．それで，お名前と所属をアナウンスしてお願い
します．
